
市からのお知らせ

市からの
お知らせ

　
　
宇
城
市
役
所

　
　
　
〒
８
６
９
｜
０
５
９
２

　
　
　
熊
本
県
宇
城
市
松
橋
町
大
野
85

　
本　
　
庁　
　
☎（
32
）１
１
１
１

三
角
支
所　
　
☎（
53
）１
１
１
１

不
知
火
支
所　
☎（
33
）１
１
１
１

小
川
支
所　
　
☎（
43
）１
１
１
１

豊
野
支
所　
　
☎（
45
）２
１
１
１

　
4
月
27
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
連
休
へ
の
対
応

上
水
道（
開
始
・
中
止
）の
臨
時
受
付

日
時　
5
月
1
日
㊌　
9
時
～
16
時

場
所　
上
下
水
道
課

内
容　
上
水
道
異
動
届
の
受
付

　
　
　
（
当
日
の
開
栓
・
閉
栓
業
務
）

口
座
再
振
替
日
の
変
更　

　
税
・
料
金
な
ど
の
口
座
再
振
替
日
を

５
月
15
日
㊌
に
変
更
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
各
担
当
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

宇
城
市
代
表　

 

☎（
32
）１
１
１
１

　
４
月
７
日
投
開
票

　
　
　
　
県
議
選
の
投
票
結
果

　　

市
の
投
票
者
数
は
２
万
７
２
５
６

人
、
投
票
率
は
55
・
27
％
で
し
た
。　

候
補
者
名

（
届
出
順
）

宇
城
市

得
票
数

合　
計

得
票
数

村
上
ま
ゆ
こ

８
３
０
９

９
５
９
５

末
松
な
お
ひ
ろ
９
３
６
１
１
万
０
５
２
５

吉
田
こ
う
へ
い
９
３
４
８
１
万
１
７
０
５

問  

選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内
）        

     

☎（
32
）１
７
９
８

　
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

　
　
申
請
期
限
の
１
年
延
長

　　
熊
本
地
震
で
被
災
し
た
世
帯
へ
の
、

被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
限

を
１
年
間
延
長
し
ま
し
た
。

申
請
期
限　
令
和
2
年
５
月
13
日
㊌

対 

象　
全
壊
・
大
規
模
半
壊
・
半
壊
解

体
の
世
帯
で
、
未
申
請
の
世
帯

支
援
金
の
種
類

・
基
礎
支
援
金　
住
宅
の
被
害
程
度

に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金

・
加
算
支
援
金　
住
宅
の
再
建
方
法

に
応
じ
て
支
給
す
る
支
援
金

申
請
場
所　
社
会
福
祉
課　

問 

社
会
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

　

 

☎（
32
）１
３
８
７

　
軽
自
動
車
税
の
納
付
と

　
　
　
　
減
免
制
度
に
つ
い
て

　　
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書（
納
付
書
）

を
発
送
し
ま
す
。
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

納
付
書
発
送
日　
5
月
9
日
㊍

納
期
限　
５
月
31
日
㊎

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

対 

象　
身
体
障
害
者
手
帳
、療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
で
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

本
人
が
所
有
で
き
な
い
場
合
や
18
歳

未
満
の
場
合
は
、
同
一
生
計
者
の
所

有
で
も
可
。

※ 

平
成
30
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い
る

人
の
う
ち
、
現
況
報
告
書
で「
変
更

な
し
」と
提
出
し
た
人
は
申
請
不
要

で
す
が
、「
変
更
あ
り
」と
提
出
し
た

人
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申 

請
方
法　
本
庁
税
務
課
か
各
支
所
に

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

請
期
限　
５
月
24
日
㊎

問  

税
務
課  

市
民
税
係

　

 

☎（
32
）１
４
０
２

　
毎
週
木
曜
に
窓
口
の

　
開
庁
時
間
を
延
長
し
ま
す

　　
一
部
窓
口（
左
表
）の
開
庁
時
間
を
延

長
し
て
い
ま
す
。
8
時
30
分
か
ら
17
時

15
分
に
来
庁
で
き
な
い
場
合
に
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日 

時　
毎
週
木
曜

　
　
　
17
時
15
分
～
19
時

　
　
　

 （
休
日
な
ど
の
場
合
は
翌
日
）

課　
名

係　
名

本庁1階
会
計
課

会
計
係

市
民
課

窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

国
保
年
金
係

税
務
課

市
民
税
係

資
産
税
第
1
係

資
産
税
第
２
係

債
権
管
理
課

徴
収
対
策
係

債
権
管
理
係

保
育
園
課

保
育
園
係

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

社
会
福
祉
課

障
が
い
福
祉
係

本庁2階
上
下
水
道
課

水
道
庶
務
係

下
水
道
庶
務
係

都
市
整
備
課

住
宅
係

　
住
民
異
動
に
関
す
る
届
け
出（
転
入・

転
出
・
転
居
な
ど
）な
ど
、
受
け
付
け

で
き
な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
。

問  

市
長
政
策
室 

行
政
経
営
係 

       
      

☎（
32
）１
８
０
３

市
役
所
の
こ
と  

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
お
う
！
問　
市
長
政
策
室  

行
政
経
営
係 

　

   

☎（
32
）１
８
０
３

平成31年度 事業概要

その他の事業
　●小・中学校の無線 LAN 環境の整備
　●デジタル教科書の導入
　●指導者用・校務用パソコンの更新
　●統合型校務支援システムの導入
　●パソコン室のパソコン更新

民間事業者との連携や
支援体制の構築

民間事業者との連携により ICT 支援員を
配置し、効果的な ICT 機器の活用方法や
教材の研究など、授業支援を行います。

　学力向上を図るための実証や研究、社会変
化に伴う課題への取り組みなどに、民間事業
者が持つノウハウや専門性を活用し、効果的
な授業を行うための指導改善や研修などを実
施します。

市内全ての中学生約1,600人に対し、1人
1台分のタブレット端末を導入します。

学習用タブレット端末の導入

　デジタル教科書や学習用ソフトウエアの導
入で、個人に合った学習が家庭でも可能にな
ります。学習履歴や習熟度を把握でき、理解
や関心の程度に応じた学びを支援します。

小・中学校の全ての教室に電子黒板機能
付プロジェクターなどを導入します。

　デジタル教材を大きなスクリーンに表示す
ることで、授業がより分かりやすくなります。
また、子どもたちの発表や話し合いなどの協
働学習にも活用し、思考力・判断力・表現力
を育成します。

大型提示装置と実物投影機の導入

　市は「国際理解教育特区」として、小学1年
生から外国語活動に取り組んでいます。入試
制度改革やグローバルな人材育成など、将来
を見据えた英語力を養うために、ICT を活用
して英語4技能の能力向上に取り組みます。

「聞く・読む・話す・書く」の英語4技能
の能力向上を目指します。

英語4技能の能力向上に向けた
取り組み

　教育の ICT 化は、子どもたちの学習
への興味・関心を高めるだけではなく、
主体的・協働的な課題の解決に向けた取
り組みなど、多様な授業につながります。
　また、学習履歴やテスト結果などの
データに基づき、個々の課題や達成度に
応じた指導を行うことも可能になります。
　さらに、教職員の事務作業に ICT を
活用することで、子どもたちと向き合う
時間が増えるなど、さまざまな教育的効
果も期待されています。
　これから、宇城市の次代を担う子ども
たちの学びの環境が、ICT により大き
く変わろうとしています。学校のパソコン室

今回のテーマ
　教育のまち③ ICT 環境整備

Ｑ 市の ICT 環境整備は
　これからどう進んでいくの？

Ａ 　市教育委員会では、2020年度から
始まる新学習指導要領を受け、アク
ティブ・ラーニングの実現と、時代の
変化に柔軟に対応する能力の育成を目
指しています。今年度は、市内全ての
中学校に生徒1人1台分のタブレット
端末、小・中学校の全教室に電子黒板
を導入します。また、ノウハウを持つ
民間事業者との連携など、これまで以
上に教育の ICT 化を推進し、質の高い
学びを実現していきます。

※ ICT
　コンピューターや情報通信ネットワークなど
　の情報通信技術。
※ アクティブ・ラーニング
　生徒が能動的に学ぶこと。受け身ではなく、
　自らが主体的に問題を発見し、答えを見出し
　ていく学習方法の一つ。

※

※
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